
切れ目のない支援の充実 

 

平成30年12月末現在での取組状況 

 取組内容 取組状況 

幼
児
相
談 

幼児と保護者を対象とした相談で、１回

50 分の予約制としている。保護者から話

を聞いた上で、幼児の心理検査等によるア

セスメントや継続的な心理療法、保護者へ

の情報提供やカウンセリング等を行う。 

・心理的理解に基づく子育て相談や情報提供等による保護者

の不安軽減や早期からの対応の開始 

・幼児の情緒発達の促進、心理的問題の解消に向けた支援の

継続 

・要保護児童対策地域協議会発達支援部会における情報交換

及び早期対応のための幼児相談利用の検討。 

就
学
相
談 

都立特別支援学校、固定制特別支援学級へ

の就学相談、特別支援教室への入室相談を

行う。就学支援委員会における適切な教育

環境の判断をもとに、保護者と就学後の教

育支援について相談をする。 

・こどもの発達センターひいらぎ利用幼児の保護者対象の説

明会実施 

・保育園長会議、幼稚園長会議での説明と案内配付 

・固定制特別支援学級への入学や特別支援教室利用の審議 

・小学校入学後の教育支援に関する保護者への情報提供 

・要保護児童対策地域協議会発達支援部会における情報交換

及び就学相談実施者の確認と協議。 

就
学
支
援
シ
ー
ト 

幼稚園･保育園・療育機関等における指

導・保育又は訓練の様子や、保護者が就学

先に配慮してほしいと思っていること等

を記載する就学支援シートを、希望する保

護者と幼稚園･保育園・療育機関等が一緒

に作成し、就学する小学校に提出する。 

・市内保育園・幼稚園等への配付 

・こどもの発達センターひいらぎへの配付 

・園等による作成（年度末に小学校に送付） 

心
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣 

市立･公設民営保育園に心理アドバイザー

を年３回派遣し、園児の行動観察や職員及

び保護者からの相談に応じる。また、配慮

や支援の必要な園児が小学校生活を円滑

に始められるよう、入学する小学校との連

携をサポートする。 

・１回目、２回目の派遣終了（３回目は１～３月） 

・臨床心理士による園長、保育士等への助言 

・保護者の同意に基づく、小学校への情報提供 

※ 12/8市民会館で開催された、地域共生社会を目指す『キックオフ・フェス』に参加（パネル展示） 

 

（平成30年５月15日総合教育会議資料） 
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